
令和６年度第４回臨時理事会議事録 

 

公益財団法人東京都スポーツ文化事業団 

 

１ 日   時  令和７年１月３１日（金曜日） 

         １５時００分から１６時００分まで 

 

２ 場   所  公益財団法人東京都スポーツ文化事業団事務局共用会議室 

 

３ 理事現在数  ７名 

 

４ 定 足 数  ４名（理事の過半数の出席をもって成立） 

 

５ 出 席 者  ７名（理事以外を含む） 

         理 事 ５名 

（理事長）塩見清仁 

（常務理事）越秀幸 

          （理事）延與桂、中川冷子、平野裕一 

監 事 ２名  

飯塚幸子、中山正雄 

 

６ 議 題   

第１号議案 大会の準備運営に係る業務委託契約の締結について（その１） 

第２号議案 大会の準備運営に係る業務委託契約の締結について（その２） 

第３号議案 大会の準備運営に係る業務委託契約の締結について（その３） 

第４号議案 大会の準備運営に係る業務委託契約の締結について（その４） 



第５号議案 協賛契約の締結について 

第６号議案 東京 2025デフリンピック大会への参加に係る選手団の負担につ

いて 

 

７ 議事に至るまでの経過 

  定刻となり、出席予定者が全員揃ったため、理事会を開会した。議事に入る

まで、河野事務局長が進行役を務めた。冒頭、当理事会は東京都スポーツ文化

事業団理事会会議規程第７条に定める定足数を満たし、有効に成立する旨を報

告し、定款第３２条に基づき理事長が議長を務める旨を説明した。 

これを受け、塩見理事長が議長として、開会を宣言した。定款第３４条によ

り、議事録署名人は出席した理事長及び監事が務めることを確認し、議事を開

始した。 

 

８ 議事の経過及び結果 

第１号議案 大会の準備運営に係る業務委託契約の締結について（その１） 

第２号議案 大会の準備運営に係る業務委託契約の締結について（その２） 

第３号議案 大会の準備運営に係る業務委託契約の締結について（その３） 

第４号議案 大会の準備運営に係る業務委託契約の締結について（その４） 

（１）議案説明 

議長が事務局に対して、第１号議案から第４号議案についての説明を指示

し、小玉シニアマネージャーが第１号議案から第４号議案について一括して

説明を行った。 

（２）質疑及び意見 

   説明終了後、議長から質疑及び意見を求めたところ、次のとおり発言が

あった。 

（質問）延與理事 



    人件費の高騰等が話題になっている中、無事に事業者が決まって安

心しているところ。全体の契約に関して予算面で苦労した点等があれ

ば教えてほしい。 

（回答）小玉シニアマネージャー 

    予定価格積算のための下見積を徴取した時点では全ての事業者が

予定価格を超過していたが、競技担当と調整して仕様内容を精緻化し

て公表したことで、入札では予定価格内の応札を得ることができた。

辞退した会社にヒアリングしたところ、やはり人的リソースの問題を

挙げるところがあった。 

（質問）延與理事 

    開閉会式はこの委託内容に含まれず、別途調達を行うということか。 

（回答）小玉シニアマネージャー 

    お見込みのとおり別契約で進めている。 

（意見）平野理事 

    技術点に下限を設けることができるのか、検討いただきたい。 

（回答）小玉シニアマネージャー 

    内部で検討させていただく。 

（質問）飯塚監事 

    １者のみの入札となった案件でも予定価格に収まっているのか。 

（回答）小玉シニアマネージャー 

    予定価格に収まっている。 

（３）決議 

   第１号議案について諮ったところ、「異議なし」との声があり、全出席

者一致で本議案については可決した。 

続いて第２号議案について諮ったところ、「異議なし」との声があり、全

出席者一致で本議案については可決した。 



続いて第３号議案について諮ったところ、「異議なし」との声があり、全

出席者一致で本議案については可決した。 

続いて第４号議案について諮ったところ、「異議なし」との声があり、全

出席者一致で本議案については可決した。 

 

第５号議案 協賛契約の締結について 

（１）議案説明 

議長が事務局に対して、議案についての説明を指示し、板倉シニアマネー

ジャーが説明を行った。 

（２）質疑及び意見 

   説明終了後、議長から質疑及び意見を求めたところ、次のとおり発言が

あった。 

（意見）延與理事 

    支援の輪が広がっており、とても素晴らしいこと。 

（回答）板倉シニアマネージャー 

企業からもデフに携わりたいという声を多くいただいており、協賛

企業へのサポートスタッフという特典を新たに作った。今後もその

ような声に応えられるよう、引き続き対応していく。 

（３）決議 

   第５号議案について諮ったところ、「異議なし」との声があり、全出席

者一致で本議案については可決した。 

 

第６号議案 東京 2025デフリンピック大会への参加に係る選手団の負担につ

いて 

（１）議案説明 

議長が事務局に対して、議案についての説明を指示し、板倉シニアマネー



ジャーが説明を行った。 

（２）質疑及び意見 

   説明終了後、議長から質疑及び意見を求めたところ、次のとおり発言が

あった。 

（質問）延與理事 

    過去大会ではどのくらいの金額を徴取しているのか 

（回答）板倉シニアマネージャー 

    大会によって異なるが、概ね１万円から１万５千円程度。デフリン

ピック大会の今後の継続性も考慮し、この金額としている。 

（３）決議 

   第６号議案について諮ったところ、「異議なし」との声があり、全出席

者一致で本議案については可決した。 

 

  

以上をもって理事会の議事を全て終了したため、１６時００分議長が終了を宣

言し、散会した。 

 

 

 

 

 

 

 

 


